
本市を取り巻く現状と課題

体系骨子の立案

新たなビジョンの策定にあたって第１章

趣旨 前ビジョン策定時から社会・経済情勢や産業構造は大きく変化し、
事業者の経営課題も大きく変化している。行政・事業者など、産業
に関わる各主体は、変化し続ける多様なニーズに対応する必要がある。

本市の産業が持続的な発展を続け、魅力的なまちであり続けるため、
新たな産業振興の将来像を定めるとともに、産業に関わる様々な主
体が目標を共有することを目的として新たなビジョンを定める。

産業の定義 農業、商業、工業、観光とそれに関連する産業分野

計画期間
１０年間
次期上尾市総合計画や社会経済環境の変化に応じて、適宜見直し
を検討する。

第２章

第３章

前ビジョンの
評価・検証

現行施策

・現状と課題
・統計データ
・アンケート、
ヒアリング結果

強み・弱みの抽出

SWOT分析

総合計画等の
基幹計画

農業

工業

産業全般

・担い手の育成
（後継者・新規就農者）
・遊休農地の活用
・農業経営の改革 等

・「ものづくりのまち」の
認知度向上

・新規取引先の開拓、ビ
ジネスチャンスの創出

・事業者交流の促進 等

・労働力の確保
・新規創業者の支援
・企業立地への対応
・事業承継（後継者支援）等

・大型商業施設と小規模店舗
（商店街）との共存共栄
・小規模店舗の活性化、空き
店舗活用
・事業者連携による課題解決

商業

観光
【
課
題
】

【
現
状
】

・高齢化の進展、生産年齢
人口の減少
・道路交通網整備による交通
利便性の向上
・事業後継者不足

【
現
状
】
【
課
題
】

・都市近郊農業（野菜・果樹）
・農家人口、耕地面積の減少
・遊休農地の増加

【
現
状
】

【
課
題
】

・商店街（会）・個人経営店
の減少、空き店舗の増加
・大型商業施設の立地
・消費形態の変化

【
現
状
】

【
課
題
】

・製造品出荷額の減少
・二次・三次加工の中小・
小規模事業者が多い
・組織の強固な結束力

【
現
状
】

【
課
題
】

・推奨品のPR
・自然、歴史、文化、食を
基本としたイベントの実施

・スポーツ施設への来客が
多い

・本市の優位性のPR
・情報発信力の強化
・地域資源の有効活用 等

目指すべき姿（将来像）と基本方針第４章

豊かな暮らしと産業の持続的な発展を支える
活力のあるまち あげお

目指すべき姿（将来像）

３つの基本方針

豊かな市民生活を
支える産業振興

新たな分野への
チャレンジと持続
的発展を支える産
業基盤の整備

地域資源を活用し
た魅力とにぎわい
の創出

施 策第５章

ビジョンの実現に向けた推進体制第６章

「上尾市産業振興会議」を核
として、市・事業者・産業関
連団体・産業支援機関・市民
など、産業に関わる主体がそ
れぞれの役割を果たしながら
協力・連携しビジョンの実現
を目指す。
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目指すべき姿
（将来像）

体系骨子
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